
管内信用金庫との合同勉強会（BCPワークショップ）開催

〇 開催日：令和４年11月21日～22日
○ 開催場所：広島合同庁舎 会議室
〇 講師・運営：三井住友海上火災保険株式会社

MS＆ADインターリスク総研株式会社
○ 参加者：中国地区信用金庫（22名）

信金中金中国支店（1名）
中国財務局（4名） 計27名

○ 内容：第１部 訓練体験（初動対応模擬訓練）
第２部 BCP見直しに関する講義・ディスカッション

勉強会概要

• 中国財務局では、平成29年度以降、中国地区信用金庫協会と共催で合同勉強会を開催
しています。

• 本年度は、災害発生等による緊急時にも事業を継続し、復旧に向けて迅速に対応するための
事業継続計画（BCP）をテーマとしたワークショップを実施しました。

• 大規模災害（地震）の発生を想定したBCP訓練（初動対応訓練）を体験するとともに、
各金庫のBCPの現状・課題についてテーマごとにディスカッションを行いました。

模擬訓練の様子
大規模災害が発生したと想定し、参加者は架空の金庫職員として、
店舗・職員の状況把握、広報などの対応を行った。

取組みの成果
○実施後のアンケートでは、模擬訓練、ディスカッションともに有意義で
あったとの評価。主な意見は以下のとおり。
・模擬訓練は非常に有用であり、当金庫の役職員向けの研修に取
り入れたい
・他金庫の取組状況を聞き、自金庫に足りないものがイメージできた
・課題解決に向けた討議ができて良かった
○本勉強会を通じて、各金庫のBCPに対する意識向上につながった
ほか、課題や取組事例について情報交換することで、金庫同士の連
携強化にも役立つものとなった。

グループ別でのディスカッション ディスカッション結果の発表
BCP見直しのポイントについて、テーマごとに講師から説明を受け、班内で
ディスカッション。各金庫の課題や好事例を情報交換。

次々と新しい情報や問い合わせが入るため、
即時にグループ内で共有。

施設・補給班
営業対策班

人事班

事務局

広報・情報班

各グループ内で役割分担。


